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イギリス小説の原型をめぐって（その1）
一一’Gothic　romanceの世界一
木　村　公　一
　イギリス小説史の初期に出現した娯楽小説群ともおぼしきGothic　romance
を彩った’horror’，’mystery’，一sub1imity1、‘wandering’，’eroticism’，’madness’，
Iwitchcraft’，’supermtura1’，’ma貞c’，’evil’，‘helr，’death’などの一群の言葉は，当
時の’popular　novel’を一括する陳腐な語呂会わせにとどまらず，その後も何
度か文学的想像力を芳烈に刺激し，ましてや最近のS　F小説や様々な恐怖シ
リーズのたぐいに至るまで浸透していることを恩えば，そのような言葉によっ
て喚起される無意識界からの声は廃れるどころか今だに執勘に呼び求められて
いるともいえよう。ところで，これらの娯楽小説群の放出する言葉による内奥
の’i㎜age’には，何よりもあのC．G．Jmg（1875－1961）の’primordialexperi－
ence’との結びつきなどが想起されうるが，そういえばJ㎜gの文学的小論
～伽1⑳α〃五伽倣惚（1950）の中の次のような一節はGothic　romanceの物
語世界を考えるうえでもきわめて示唆的ではなかろうか。
　We　ind　such　a　visio皿（i，e，the　primal　begi㎜i㎎s　of　the　human　psyche）in
the∫加ク伽地φ冴召仰脇3，in　Dante，in　the　second　p乱rt　ofダα洲f，in　Nietzsche’s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　837
194　　　　　　　　　　　早稲圓摘学第350号
Di㎝ysian　experience，in　Wagner’s1～伽g，Tぬ肋，肋γs榊，in　Spitte1er1s0伽一
伽パ切脆g，in　Wi1liam　B1ake’s　paintings　and　poetry．in　the伽耐㎜ω肋of
the　monk　Francesco　Co1onna，in　Jacob　Boehme’s　poetic－phi1osophic　stammer－
ings，and　in　the　magniicent　but　scurriIous　imagery　of　E．T．A．Ho∬mann1s　ta1e
T伽Go〃刎Bot〃一　In　more　restricted　and　succinct　form，this　primordial　ex－
perience　is　the　essential　content　of　Rider　Haggard’s　∫肋　and　λ〃3んα，of
Benoit’s工λ肋〃肋8，of　Alfred　Kubin’s莇2α〃伽雌∫8〃2．of　Meyrinkls　Dαs
g刎惚Gθ∫北肘，of　Goetz’s　j）α8R2｛c此o此㈱灰α〃伽，and　of　Barlach’s　Dθγサof8Tαg，
The　list　might　be　great1y　extended，O〕
　とにかくこの一節からもわかるように，Ju㎎には小説を含めてあらゆるジャ
ンルの芸術作品を分けへだてなく，‘prima1begimings　ofthe　human　psyche’と
いった視点から公平に鑑識する慧眼が備わっていたといってもよい。この
p洲んo1鮒α物〃伽伽舳の中に取り上げられた芸術作品のリストのうちでも，
F脇∫エ（1831），〃〃伽0㎝刎ツ（1293），そして丁加1～伽gゲ伽N伽1舳gs
（1854－74），〃∫肋α椛〃∫o肋（1859），Pαγ∫榊（1882）迄は別に問題は無いに
せよ，0肋伽椛助伽g（ユ9！0），丁肋Go〃舳Bω1（1814）といった小説やWi1－
1iamBlake（1757－1827）の数々の予言的な散文，さらにはRiderHaggard
（1856一ユ925）の∫加（1887），幻ω肋（1905），PierreBenoit（1886－1962）の
五λ肋例τ肋（1919），ひいてはA1fredKubin（1887－1959）の莇3α〃舳∫8肋
（1908）など娯楽作晶の匂いのする歴史小説までをも平然とその中に組み込も
うとする態度のうちにそのことがはっきり伺えるからである。いまだに’Se－
rious　novel’と’entertainment　nouel’の問に敢然と一線を引かないと気の済ま
ない教条的な評論家たちを相手どって，いまひとりあの博学多識で啓蒙的なユ
ダヤ人評論家George　Steiner（1929一）がイギリス小説の元型のひとつとして
庇護したのも実はSir　Wa1ter　Scott（1771－1832）の’historical　noverだったこ
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とを思えば，HaggardやBenoitも決して無味乾燥な歴史小説家などではない
としたJmgの姿勢も納得のゆくことである。うさん臭いやたらと落涙シーン
の多い，その場限りの‘shocker’として泡のごとく立ち所に消えゆく駄作の多
い中でも，’serious　mvel’と径庭のない重量感ある’historica1noverの存在を
認めているのは注目に値するといえよう。
　しかしこうした事情はこの小論で取り上げるGothic　romanceにも当てはま
るといってもよく，良質のGothic　romanceこそ，こうした’historical　nover
にもみられるような現実の資料的，時代的性格を越えた奔放自在な想像力と超
自然な筋立てによる荒唐無稽な物語の展開で，人間の元型としての無意識的な
本質を露骨に洗い立て，われわれ読者を驚異と混沌の渦中へと巻き込んでくれ
るのである。だが考えてみれば，良質の娯楽小説に本来備わっている‘distinct
virtue’や‘noble　tradition’といった概念がヨーロッパの批評世界に流布し出し
たのもやっと第二次大戦後の事に過ぎず，それもまたハンガリーの批評家，
GeorgLuk自cs（1885一）の丁伽∬｛8fo伽σ川舳1（1955）に預かる力が一層大き
かったというのはこれまたイギリス小説史上の皮肉という他はないといえよう。
　This　is　literary　genre　to　which　western　criticism　has　given　only　cursory
attention－　It　is　dif‘icult　to　get　the　range　of　historic劃1丘ction　into　proper　focus．
At　times，its　head　is　in　the　mytho1ogical　stars，but　more　often　the　bulk　of　the
thi皿g　is　to　be　found　in　the　good　earth　of　commercial　trash．　The　very　notion
brings　to　mind　improbable　ga11ants　pursuing　terriied　yet　rather　Iight1y　c1ad
you皿g　ladies　across　namboyant　dust－wrapPers，　On1y　very　rare1y，when　a
writer　such　as　Robert　Graves　intervenes，do　we　rea1ize　that　the　historical
nove1has　distinct　virtmes　and　a　nob1e　traditio皿．　＿　To　this　change　the
附α〃召γ妙novels　gave　a　direct　a皿d　prophetic　response．　Here　again，Luk乞cs　is
㎝fresh　gr㎝nd－We　do　not　take　Sir　Wa1ter　Scott　altogether　seriously，
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That　is　most　probab1y　an　injustice．　If　we　care　to　learn　how　de1iberate　an
artist　Scott　was，and　how　penetrating　a　sense　of　history　is　at　work　in　Q悦舳勿仇
D悦伽〃d　or　T加肋皿竹ザ”刎o舳伽，we　do　best　to　read　a　book　written　in　Mos－
cow　by　a　Hungarian　critic．｛2〕
　ところで，Edith　Birkheadの丁加丁α12ψT2〃肌α∫舳ツψτ此2Go舳“㎝α舳
（1921）を始めとしてJoyceTompkinsの丁加P物1αγNω召1伽肋肋〃，
1770－！800（1932）やMonta馴eSummers（I880－1948）のGof脇B伽｛o馴妙伽
（1941）は甚だしい数の‘horror　tale’の解説と紹介を含んでいて，いずれも収
集力として貴重であり，しかもGothic　romanceの系譜は大体において共通し
ている。その系譜によれば，Horace　Walpole（1717－97）の丁加Cα8肋ψ0f伽一
fo（1764）に始まり，Wi1liamGodwin（1756－1836）のTん｛物g∫α8伽ツ舳，〃丁加
〃㈱歩㈹3φω26W棚｛α伽（1794）を経由してAmRadc1i並e（1764－1823）の
丁伽吻曲伽3ψωo肋o（1794），M．G．Lewis（1775－1818）のλ舳γo∫｛o，oγ丁加
M械（のち丁加〃励と改題）（1796），そしてChar1esRobertMaturin
（1782－1824）の〃1刎o肋伽W伽d舳γ（1820）に至る激動の半世紀に栄えたも
のということである。つまり，それはイギリス18世紀中頃をにぎわせた
Danie1Defoe　（1660－1731），　Henry　Fielding　（1707－54），　Samuel　Richardson
（1689－1761），Tobias　George　Smol1ett（1721－71）らの楽天性と過度のピカレス
ク性を兼ね備えた市民社会風風俗小説が一頻りその活躍を終息させた時期であ
り，Neo　C1assicismからWilliam　Co1lins（1721－59），Thomas　Gray（1716－71）
らの’pre－roma皿tic　poets．たちの哀感，さらにはEdward　Yomg（1683一ユ765），
RobertB1air（1699－1746），JamesHervey（1714－58）らのGraveyardSchoo1の
死滅的掃情へと誘う陰欝な闇や，Stemらに代表される誇大な感傷派の風潮に
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助長されてのRomantic　Revivalへの移行期でもあり，ひいては19世紀に至っ
て華々しく開花するJaneAustin（1775－1817）やChar1es　Dickens（1812－70）
らの本格的な小説群に交替する端境期であった。
　しかし歴史的にみても，Gothicromanceがその光貌を現してくるこうし
た時期はMarquis　deSade（1740－1814）の激讃した丁加M㎝后の出版頃を境
とする激動期でもあった。回顧的な保守的史家とされるSir　Arthur　Bryant
（1899一）でさえ，フランス革命とNapole㎝戦争下のイギリス史を扱った3
部作丁加肋γ∫ゲ肋d舳舳，！793－1802（ユ942），γωγsψγ肋η．1802－12
（1944），丁加λg2げ肋g切㈱，1812－32（ユ950）の中で，近代イギリス史上最悪
の不況でどん底の暗黒的歳月と呼ぶ他ないとしているほどで，他の社会史関係
の本を当たってみても，その事実に変わりはなく，その証拠に広く読まれてい
るJ．H．P1umb（1903一　）の肋創α椛d伽伽〃g肋舳‡んC伽伽η（1950）にもその
時期の様子がこのように書かれている。
　∵一Defeat　in　Europe，disaster　in　the　West　Indies．bad　harvests，and1oss　of
markets．．、．it　was　no　wonder　that　discontent　was　rife　at　home．　The　mob
broke　Pitt’s　wi皿dows，revo1utionary　c1ubs　mu1typ11ed，and　Pitt　began　a　po1icy
of　repression．　Goveming　circles　c1utched　eagerly　at　straws　of　hope　and　mag－
niied　immedi副tely　any　action　which　had　the　appearance　of　victory．“・’＝3〕
　’一一一The皿w兵o1e丘nancial　structure　of　the　country　seemed　t〇一the　gommon　man
to　be　on　the　point　of　col1apse　when　the　Bank　of　Eng1劃nd　suspended　cash　pay－
ments－Without　al1ies，the　verge　of　rebel1ion，socia1劃narchy，and　bankrupt－
cy，Pitt　attempted　to　make　pe劃ce　on　ter皿s　which　were　the　acknow1edgment　of
defeat，but　they　were　not　enough　for　the　war　party　in　France，and　the　attempt
failed．“・’同〕
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　とにかく，物価は何処までも騰貴し，イギリス国内には貧民の群れと飢餓が
蔓延したとされている。イギリス寄りの大陸同盟諾国はまるで堰を切ったかの
ようにフランスを相手に講和条約の締結を断行し出し，既に暴動が目立って偶
発していたアイルランドでは，ついにスピットヘッド（Spithead）やノア
（Nore）でその年の冬以来憂慮されていた船舶関係の反乱が一挙に大爆発した。
そしてThe　Bank　of　Englandがとうとう一切の現金支払いを停止した時には，
イギリス経済の破綻から，誰もが大英帝国の崩壊をさえ思ったほどで，同盟国
もない社会風俗のアナキー状態の中で件むしかなかったとこの一節は述べてい
る。
　したがって，Gothic　romanceの小説家たちは勿論のこと，その他のRoman・
ticRevi・alに属する作家達ももっぱらフランス革命に話題の焦点を捉えながら，
絶望のうちでこの時期の国内の重大な過渡的様子に目を見張っていたことは間
違いなかった。さらに付け加えておけば，WordsworthとCo1eridgeのり伽αl
Bα〃αぬの出版された1797年はRomantic　Reviva1の開幕の野年だが，同時にこ
の年はThomasRobertMa1thus（1766－1834）のE∬α少㎝P榊1ακ㎝の刊行され
た年でもあった。Romantic　Revivalsの捉えた当時の農民の状況は次第に崩れ
去っていく1日時代の文明の残像に他ならず，詩人達にそういう創造力の働きを
強制した当時の現実はMalthusの眼を当然ながら農業問題に向けずには置か
なかった。人口の幾何級数的な増加に較べて，食糧の増加は到底それに追い付
けないというMa1thusの理論は，産業革命の進展に伴って，農業に象徴され
るひとつの世界が次第に凋落しつつあった危機の産物にほかならなかったので
ある。いずれにせよ農民の都市流入の緒果，ロンドンにおける貧民の増加は覆
うべくもないものになっていたのである。
　そうするとGeorgeSteinerもまた次に述べているように，’historica1nover
でさえも実はこうした18世紀後半のフランス革命を狭む激動の時期にあって，
感性の亀裂の危機から生じたものであることは間違いないとすれば，さらに一
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層，亀裂した感性の翼を飛翔させ，底揺れする時代の絶望的深淵を想像力に
よって奪回しようと競う時，そこにからくも出現したのがGothicromanceの
世界だったのである。
　The　form　arose　out　of　a　crisis　in　European　sensibility．　The　French　Re－
volution　and　the　Napoleonic　era　penetrated　the　consciousness　of　ordinary　men
with　a　sense　of　the　historical．Whereas　Frederick　the　Great　had　asked　that
wars　be　conducted　so　as　not　to　disturb　the　norma1How　of　events，Napoleon’s
armies　marched　across　Europe　and　back　reshaping　the　world　in　their　path．
History　was　no1onger　a　matter　for　archives　and　princes；it　had　become　the
fabricofdaily1ifeメ5〕
　また当時のフランスにあっても，バスティーユ監獄への幽閉から，再度セン
ト・ペラージ獄に送還される1801年迄の小康期間に出された〃∫0伽28伽
〃伽〃（1800）の巻頭のノート風の小説論’Id6e　sur　les　Romans’の中で，Sade
がGothic　romance台頭の必然性について次のようなことを述べたのは注目に
値する。Sadeの指摘は先程のGeorge　Steinerの’historica1mver台頭への言
及とは多分に等価なものを含んでいて興味深い。この革命的動乱のあまりにも
戦懐すべき日々を送った当時の読書人たちにとって，旧来の最も煽情的と思わ
れた小説でさえ，この歳月の狂乱に較べれば退屈な様相を帯びざるをえなかっ
たが故に，丁加〃械のような良質の娯楽小説ともいえるGothic　romanceが必
読書になったというのである。
　“＿Peut一εtre　devrians－nous　analyses　ici　ces　romans　mouveaux，dont1e　sor－
ti1ξge　et1a　fantasmagorie　composent乞peu　prさs　tout　le　mξrite　en　plaCant　a
1eur　tεte　le　M加㈱supξrieur，sous　tous　les　rapPorts，aux　bizarresξ1ans　de　la
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bri1lante　imagination　de　Radcliffe；皿ais　cette　dissertation　serait　trop1ongue；
convenons　que　ce　genre，quoi　qu’on　en　puisse　dire，n’est　assur6ment　pas　sans
m6rite；iI　devenait1e　fruit　indispensable　des　secousses　rξvolutionnaires，dont
I’EuroPe　entiere　se　ressentait．　Pour　qui　connaissait　tous　les　ma1heurs　dont
les　mξchants　peuvent　accab1er　les　hommes，le　roman　devenait　aussi　di価cileえ
faire，que㎜onotone　a　lire；i1n’y　avait　point　d’individu　qui　n’eOt　pIusξprouvξ
d’infortune　en　quatre　ou　cinq　ans，que　n’en　pouvait　peindre　en　un　siec1e，le
plus　fameux　romancier〔1e　la1ittξrature；i1fal1ut　donc　appe1er1’enfer　a　son
secours，pour　composer　des　titres査1’interet，et　trouver　dans1e　pays　des
chim倉res，ce　qu’on　savait　couramment　en　ne　fouiHant　que1’histoire　de1’hom－
me　dans　cet　age　de　fer．”｛6〕
　このようなことから考えると，イギリス小説の原型のひとつとしての
Gothic　romanceの存在はとうていなおざりには出来ないのだが，イギリス小
説をそもそも「社会派」と「幻想派」とに構造上の大別が可能だとすれば，そ
の分裂の契機は既にGothic　romanceそのものの内にも胎胚していたといえよ
う。しかし，この二つのタイブはある時点を期してはっきりと交替するわけで
はないので，一応はそれらの構造上の区別の方が大事であろう。それというの
も，「社会派」のGothic　roma皿ceがその時代の動乱を映し出すような，巧妙に
仕掛けられた杜会悪を透徹した推理力で分析してゆく緊張を孕んだ手続きその
ものを狙うことから，主に時間軸を支柱とした人為的な絡まりを扱うのに対し
て，「幻想派」の方はそうした知的操作による事件の絵解きよりも，むしろ共
時的な想像空間の中で人聞の混沌とした深層世界を挟り出して，種々の変身箪
や死やエロティシズムを織り混ぜることになるからである。しかしそうは言っ
ても，「社会派」も「幻想派」も共にGothic　romanceであることに変わりはな
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く，一方の社会的現実性と他方の官能的幻想性や変身性や放浪性といった基調
の差はあるにしても，なお両世界に相渉る側面をどちらの小説世界も内包して
いるのはいうまでもない。そこで次にこのような事情を踏まえながら両派の代
表作品の検討に移ることにしたい。
　ところで，Sadeの絶賛した丁加M械の発刊である1796年3月12日直前に
George　Co1man（1756－1836）という新進劇作家の丁加∫舳Cゐ28‡（1796）と題す
る劇が丁加〃舳肋㈱ψcα肋w｛1〃α㈱の巧妙なパロディとして好評を博し
ていたことから，2年前に出たこの小説はGothic　romanceの先駆けとして世
聞で既にもて灘されていたことになる。とにかくこの小説については，特に
Edgar　A11an　Poe（！809－49）もその代表的な評論丁加P舳o吻妙φC㎝声os肋㎝
（1846）の冒頭でChar1esDickens（1812－70）のBα㎜妙肋伽（1841）を引き
合いに出しながら次のように述べているのは興味深い。
　、Char1es　Dickens，in　a　note　now1ying　before　me，a1luding　to　an　examina－
tion　I　once　made　of　the　mechanism　of“Barnaby　Rudge，｝says＿“By　the　way，
are　you　aware　that　Godwin　wrote　his℃aleb　Williams’backwards？　He　irst
invo1ved　his　hero　in　a　web　of　di湖culties，forming　the　second　vo1ume．and
then，for　the　irst，cast　about　him　for　some　mode　of　accounting　for　what　had
been　done．’’（7〕
　では，Poeも絶賛した丁加λ伽肋㈱ぴω召ろW｛1肋㈱とはどのような作品
であろうか。この作晶の筋立てに沿って話しを進めると，まずここでの主人公，
Ferdinando　Falkland氏が当時で年収6000ポンドも稼ぐといわれる地方の大地
主として登場する。格式と名誉を何よりも重んじ，美徳と高い教養を誇る彼は，
近隣からは繊細な心の持ち主で思いやりの深い高潔の士として仰がれてい孔
ところがある日のこと，そのFalkland氏の邸宅に孤児であった18才の貧民の
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青年，Ca1ebWmiamsが秘書として住み込むことになった。彼にはさしたる教
養は無かったが，独学と持ち前の器用さで秘書としての大役をこなし，大過な
く日々を過ごすことになる。だが，このCalebにはその孤児としての宿命的
な僅癖ともいえる孤独癖と強烈な詮索癖とが裏腹になって共存していた。やが
て，そうした状況から育まれた彼の眼力は人格者Falk1andがその内部に抱え
込んだ，何やら得体の知れない苦悩を徐々に見抜くことになる。その証拠に，
Falk1andは苦悩が飽和状態に迄高まる気配を彼に察せられるような時には，
きまって人前から姿を消すようになるからである。そこで，こうしたFa1k－
landの奇怪な行動に端を発したCa1ebの詮索意欲は美徳の権化とされている
彼の仮面を剥ごうとする激しい執念を秘めた好奇心へと変貌してゆく。
　To　the　reader，it　may　appear　at　Orst　sight　as　if　this　detail　of　the　preceding
life　of　Mr．Falkland　were　foreign　to　my　history，　A1as，I　know　from　bitter
experience　that　it　is　otherwise，　My　heart　bleeds　at　the　recollection　of　his
misfortunes　as　if　they　were　my　own．　How　can　it　fail　to　do　so？　To　his
story　the　whole　fortune　of　my　life　was1inked；because　he　was　miserab工e，my
happiness，my　name，and　my　existence　have　been　irretrievably　b1asted一｛8〕
　ところでこのCa1ebの詮索機能が充全に発揮されるに当たって，この作晶
にはいまひとつの伏戦が組み込まれている。それは高潔の士として世間の評価
の高いFalklandに反して，その立ち振る舞いからして下品で荒々しく，性格
的にも粗野で陰険なことからいちぢるしく悪評を買っていた近隣の地主Tyr－
rellとの対立に関するエピソードである。それというのも，居侯している孤児
Emi1yを強引に結婚させようとした一件でも，Falk1andの介入によって一旦は
頓挫するものの，度重なる虐待のために彼女をとうとう発狂死へと追込む羽目
となつたのみか，それ以外でも選挙にかこ付けて近隣の子作人達をも始終，合
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法的にあくどい弾圧へと追込み，その中でも，Hawkinsという貧民親子を普
段から執櫛に虐げてもいたからである。ところで，Tyrrel1に代表されるこう
した上流社会の意のままに操作されて不正のシステムと化した社会，彼らに有
利な裁判制度，無実の者が体験する牢獄の恐怖などはまさにGothic　romance
特有の迫害と反抗のテーマの一端であり，そのためにGodwinは城や修遺院と
いうGothic　romanceの常套舞台からそうしたテーマだけを切断して，現実の
イギリス社会に移植したのだといえよう。しかも，これらの被迫害者達が通常
のGothic　romanceの場合のように，恐怖に晒されるだけの受苦的姿勢に留ま
ることなく，Tyrre1lに向かって勇猛果敢の反抗に転ずる所におそらくはGod－
Win的妙味があるといってよいであろう。
　．Nay，pray　your　honour，hear　me，I　may　be　very　weak　for　aught　I　know　in
this　case，but　I　ca㎜ot　help　i七　My　father　was　a　cle駆man．We　have　a11of
us　lived　in　a　credi｛able　way；and　I　cannot　bear　to　think　that　this　poor　lad　of
mine　shou1d　go　to　service仰
　やがて，こうしたTyrrenとHawkins親子両者にみる迫害と反抗のパター
ン確立後に一層スリリングな追跡劇の発端となる場面へとこの作晶は転化して
ゆく。そのHawkins親子がTyrrellの虐待からFalk1andに救済される一件が
あってからというもの，近隣の評判は一層彼の方に傾き，ついに抑え切れなく
なったTyrrel1は観衆の眼前でFa1k1andに激しい暴行を加えるに至るのであ
る。ところが，その事件の起きた夜の内にTyrrellは死体となって発見される
が，この殺害者に人格者Falklandを直結させて考えるものは誰もいなかった
のも当然である。さらに都合のいいことに，Hawkins親子が自首して出たの
である。しかしその瞬闇，このTyrre11殺害事件を引き起こしたのは実はあの
Falkland氏の内部に巣食っている苦悩ではないかと咄差に悟ったのはCaleb
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にほかならず，かくして，そこからCalebの執働な詮索が本格的に開始され
るのである。
　Was　it　possible　after　a11that　Mr．Falk1and　shou1d　be　the㎜urderer？　The
reader　wil1scarcely　believe　that　idea　suggested　itse1f　to　my　mind　that　I　would
ask　him．　It　was　but　a　passing　thought；but　it　serves　to　mark　the　simplicity
of　my　character－　Then　I　reco1lected　the　virtue　of　my　master，a1most　too　sub－
1ime　for　human　nature；I　thought　of　his　sufferings　so　unexampled，so　unmer－
ited；and　chid　myseIf　for　the　suspicio皿　　The　dying　confession　of　Hawkins
recurred　to　my　mind；and　I　fe1t　that　there　was　no1onger　a　possibility　of
doubting．　And　yet　what　was　the　meaning　of　au　Mr．Falk1and’s　agonies　and
terrors？　In自ne，the　idea　having　once　occurred　to　my　mind，it　was丘xed
there　for　ever．My　thoughts趾ctuated　from　conjecture　to　conjecture，but　this
was　the　centre　about　which　they　revo1ved．　I　determined　to　p1ace　myse1f　as　a
watch　upon　my　patron一＿The　instant　I　had　chosen　this　empIoyment　for　my－
self，1found　a　strange　sort　of　p1easure　in　it．OO
　この後，CalebによるFa1klandへの執働な詮索は，社会派Gothic　romance
の名にふさわしい息づまる畳掛け方の連続で，Fa1klandと孤児Calebとの追
跡劇に堰を切ったかのように流れ込んでゆくのである。そしてとうとうCaleb
の徹底した追跡に出会い，Falklandは罪を自白してしまう。ところが彼は
CalebがTyrrel1殺害に関する秘密を握っているために，Calebの身柄を厳重
に拘束し続け，事実が外に漏れることを躍起になって防衛する。それでも何か
と脱走を目論もうとした彼を待っていたのは，ほかならないFa1k1andの暫訴
による無実の窃盗罪による投獄であった。急慮Ca1ebは機を見計らって脱獄
に成功するが，今や社会全体を敵に回す囚人と化してしまっているのである。
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やがて，Fa1klandの手が延び不安の逃亡生活の果てに逮捕されることになる
が，どうしたことかFalklandの罪がCa1ebによって明るみに出そうになった
途端に，突然裁判が取り下げられることになる。これを機会に再度海外脱走を
目論もうとするCalebは，またもやFa1klandに妨害されたことで，ついに彼
を告訴するのである。こうした執掬なパターンを経ながらイギリス全土を放浪
した挙げ句，とうとう裁判でFa1k1andに対決するという決定的反抗に及ぶの
である。
　このような追跡劇のパターンが次第に強度を加えながら執勘に繰り返され，
現実に隠蔽されている恐怖が挟り出されてゆくその過程で，人間の実存そのも
のの恐怖性もまた知らぬ間に析出されてゆくことになるのだが，結末に至って，
当のFa1k1andが法廷にとうとうその姿を晒すことになる。だが，そこに登場
したのは驚ろくなかれ，病み衰えた，以前とは似ても似つかぬFalkland氏で
あった。それも束の聞，Ca1ebを前にしてTyrre11殺害をおずおずと認めた後
に，激しい心痛の発作に見舞われて息を引き取ることになるのだが，それにし
てもこのように仮面を剥がれれ，罪状を告白するFa1klandがまるで吸血鬼の
ごとく瞬く間に枯れ萎む次のような結末は，他のGothic　romanceには例を見
ないすさまじい逆転効果を生み出している。
　．Wil1iaIns，said　he，y㎝have　conquered！I　see　too1ate　the　greatness　and
e1evation　of　your　mi皿d．　I　confess　that　it　is　to　my　fau1t　and　not　yours，that　it
is　to　the　excess　of　je劃1ousy　that　was　ever　buming　in　my　bosom，that　I　owe　my
ruin．．．、You　cannot　in珂ict　on　me　lnore　than　I　deserve．　You　ca皿not　h副te　me
more　than　I　hate　myse1f　I　am　the　most　execrable　of　a11villains＿I　am　at
1ast，in　recompense　for　all　my　labours　and　my　crimes，dismissed正rom　it，with
the　disappointme皿t　of　my　only　remaining　hope，the　destruction　of　that　for　the
sake　of　which　alone　I　consented　to　exist、血0
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　このような舌たらずな要約ではとてもこの作品の真の迫力に迫り切れないの
はいうまでもないことだが，とにかくGodwinが前著の政治的啓蒙書〃伽
伽ηC舳舳伽g伽1物c｛批∫ぴPo脇cα1伽伽（1793）で発揮した論理の綴密
さを，今度は逃亡者の鋭い推理力と恐るべき追跡行の綿密な計算を通じて
Falk1andの仮面暴露に余すところなく機能させたことだけは確かである。
Godwinの果たした作品のそうした全体的効果に関してはまたPoeも丁加肋仁
1o抑妙ψC㎝ク03伽伽の中で，その結末から逆算して推理を働かせたことを指
摘して，推理小説技法上の先駆的作品だとして次のように評価している。とも
かくPoeも賞賛したように，美徳と悪徳の攻めぎ合いを遣求する精密な論理
構成と伴に，作中での裁判の不正，監獄内部の非遣的環境の描写，支配者と非
支配者の醜悪な闘争の暴露などの寄り集まったこの作晶は社会派Gothic　ro－
manCeの代表格に祭り上げられたのである。
　I　cannot　think　this　the力〃o482mode　of　procedure　on　the　part　of　Godwin．、．
and　indeed　what　he　himse1f　acknowledges　is　not　a1together　in　accordance　with
Mr－Dicken’s　idea；but　the　author　of“Caleb　Wi11iams”was　too　good　an　artist
not　to　perceive　the　advantage　derivab1e　from　at1east　a　somewhat　similar　pro－
cess．　Nothing　is　more　c1ear　than　that　every　p1ot，worth　the　name，must　be
e1abo且ated　to　its　d舳㈱〃before　anything　be　attempted　with　the　pen．　It　is
only　with　the　dεnouement　constant1y　in　view　that　we　can　give　a　plot　its　indis－
pensable　air　of　collsequence，or　causation．by　making　the　incidents，and　espe・
ciauy　the　tone　at　a1l　points，tend　to　the　deve1opment　of　the　intention．oa
丁加〃舳舳召s〆Cα肋W｛1κα㈱がPoeも指摘した筋立ての綿密な展開効果
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によって人々を陶酔させ，しかも社会悪の告発の書として舞台に掛けられるな
どして「社会派」の基礎を築いていた頃，また趣の異なるGothic　romanceが
誕生したのである。それは丁加〃械という先にも述べた「幻想派」に属する
Gothic　romanceで，この作品も時間による風化に耐え，「幻想派」の内包する
官能的恐怖の極限を依然として今日の小説世界に迄提供しているといえよう。
今日の偉大な神秘主義者であるCo1inWils㎝（1931一）も’Literatureandthe
Ima或nation’と副題の付いた評論集丁加∫伽㎝g肋生o　D伽〃（1962）の中で次の
ように述べている。
　丁加〃ωψwas　the　ancestor　of　a1ong1ine　of　vio1ent　fantasies，including
W側肋θれ〃8H召匁〃∫，She1ley’s　gothic　romances＿No　other　gothic　nove1ever
achieved　the　same　success，because　no　other　mited　so　many　Iurid　e1eme皿ts＿
de㎜onology，sex　and　sadism、．．．Lewis　g1eefu1ly　auows　the　virtuous　heroine　t0
be　raped　and　murdered，thus　inaugurating　a　type　of　iction　that　has　become　an
industry　in　our　own　day．03
　この官能的恐怖の代表格である丁加M㎝后はその舞台としてスペインはマド
リードの℃apuchin　Church’を拠点に繰り広げられるが，そもそも城や修道院
が，ムorroゴを盛り上げる主要な舞台となるのは，Wa1poleの丁加Cα∫肋φ
0物肋やRadcli∬eの丁加吻漉伽3ぴωo肋θに見られたようにGothicro－
manCeの常套ではある。
　ところで，この作品の主人公Ambrosioはその修道院の僧院長として，誉れ
高い聖徳な人柄と雄弁な説教を以てその地方一帯の信望を一心に集めていた。
だが，彼の身上を辿ればもともとは両親を知らぬ捨て子であった。そして今で
はAmbrosioの許にはRosarioと名乗る修業僧が居候しているが，彼は特にこ
の少年には何故か気を配って丁重に扱っている。ところが面白いことに，この
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Rosarioの正体は実をいえばMati1daという「女」に他ならないのである。そ
してとうとう或る日のこと，RosarioはAmbrosioの前で自分が「女」である
ことを自白し，それも彼を恋慕うあまりに「男」を装って僧院入りを果たした
ことを切々と語る。
　‘＿I　cbey　you．　Know　then．、．Oh！　how　I　tremb1e　to　name　the　word！　Lis－
ten　to　me　with　pity，revered　Ambrosio！　Ca11up　every　latent　spark　human
wea㎞ess　that　may　teach　you　compassion　for　mine！．．．I　am　a　Woman！
Think　not，Ambrosio，that　I　come　to　rob　your　Bride　of　your　a∬ections，　No，
believe　me：Re1igion　alone　deserves　you；and　far　is　it　from　Mati1da’s　wish　to
draw　you　from　the　paths　of　virtue．What　I　fee1for　you　is1ove，not　licen－
tiousness；I　sigh　to　be　possessor　of　your　heart，not　lust　for　the　enjoyment　of
　　　　　　ωyou「person・…
　ところが，Ambrosioにとって信仰とMatilbaへの愛欲との攻めぎ合いの
日々も思いもかけない事件のために崩れ去ってしまう。ある時偶然にも，
Ambrosioは箪叢で毒蛇に咬まれ，生死の境をさまよう羽目に陥ってしまうの
である。咄差にMatildaが毒を吸い取って看病し，彼の一命をなんとか取り止
めはするが，その代わりにMati1daの方に毒が回り，彼女は重体の身となって
しま㌔一命を賭しての彼女の献身にAmbrosioの信念もぐらつき，やがて今
まで味わったことのない官能的陶酔の世界へと溺れ込んでゆく。しかし，一旦
Matildaによって味あわされた禁断の木の実は，さらにAmbrosioを次の木の
実へと駆り立てることになる。偶然にも，告解にやって来た寡婦Elviraの15
歳になる娘Antoniaを彼は見染めてしまう。そこでMatildaと共謀を計り，彼
女の妖術の助力を得て眠っているAntoniaの寝室に侵入するが，運悪く
Elviraに見つかってしまう。Ambrosioはそれが世問に発覚するのを恐れ，や
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むなく彼女を殺害して遁走する計画を立てる。だがその前にAntoniaに睡眠
薬を盛り，2日問仮死状態に置いたままSt．Clare僧院の墓穴に埋葬し，その
蘇生を待って思いを遂げるのである。しかし，さしもの極悪にも足がつき，
Antoniaの胸を突き刺そうとする矢先その現場に調査官達が踏み込んで来て，
とうとうMatilda供ども逮捕されることになる。やがて，彼らはその報いとし
て宗教裁判所の極悪非道な拷閥を受け続けるが，Matildaはこの苦しみからの
解放を願ってやむを得ず悪魔に魂を売りAmbrosioにも同様のことを勧める。
すると，突然その場に悪魔が出現し，Ambrosioを抱えてSierra　Morenaの絶
壁に迄珊し去るが，丁度Sierra　Morenaの上空に迄来た時，悪魔に次のような
身も辣む秘密を告げられることになる。
　　Hark，Ambrosio，whi1e　I　unvei1your　crimes！　Yo1ユhave　shed　the　blood
of　two　innocents；Antonia　and　E1vira　perished　by　your　hand．　That　Antcnia
whom　you　violated，was　your　Sister！　That　EIiva　whom　you　murdered，gave
you　birth！　Tremb1e，abandoned　Hypocrite！　Inhuman　Parricide！　Inces－
tuous　Ravisher！　Tremble　at士he　extent　of　your　o旋nces！．．．o司
　この告白にAmbrosioは思わず命乞いを求めて祈ろうとするが，悪魔はそれ
を無視して彼を千尋の谷底に突き落とす。Sierra　Morenaの上空にAmbrosio
の悲鳴が轟き渡り，その峻峡に彼の五体は砕かれてしまう。それでも7日間は
生き延びることになるが，やがて河が彼の屍体を何処へともなく運び去ってゆ
く。
　こうしたγ加M械の官能的な筋立てそのものの奔放な展開は丁伽〃舳一
f舳∫げCα肋閉肋㈱の究めて知的な論理性による構図とは全く異質のもの
であることは一目瞭然であろう。それは一つの筋が次々に新たな驚異を孕んで
は生み落としながら全体の物語を形成してゆく過程で，その都度，奔放な筋立
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ての展開もその都度，情念の照り映える官能的雰囲気を醸成している点でまさ
に幻想的ロマネスク派の特性を定型化している。しかも，中世スペインを舞台
にした「幻想派」のGothic　romanceにふさわしく，その官能的恐怖の極端化
を目指す世界は強烈な悪魔主義に訴えることで人間性崩壊の劇に迄高まってゆ
く。個々の筋が官能的驚異を追って，作申人物の悪魔主義をその非人聞的極隈
に迄拡大してゆく迫力にこそこの作品の魅力があるといってよい。その点で，
この作品には何よりあのFaust伝説が変奏されて挿入されていることは問違
いないものの，特に母親殺しとさらに近親相姦や聖母恥辱に至るAmbros1oの
極悪型式は「父」と「子」の関わりを説くPuritanismの秩序型式でもなけれ
ば，r母」と「子」の関係に委ねられるCatholicismのそれでもない，実はそ
れらの既存型式の破壊でしかないことは明らかである。しかも，そこに甚だし
い歎満のモチーフが入り混んで幻惑的，多面的効果を生み出している点できわ
めて今日的である。変装，罠，策略，嘘，誤解，偽善などの歎満のモチーフが
最後に悪魔のAmbrosioに叩き付ける捨てぜりふに迄連綿と及んでいるが，特
に変装による‘metamorphosis’に関しては，Raymondを手始めとして，
Ambrosio，Mati1da，ひいては悪魔に至るまで及んでいて，この作品で変装しな
い作中人物を見い出すことの方が困難なほどである。その中でもとりわけ，変
装に破壊的イメージの加わった「運命の女」への‘metamorphosis．ともいえる
Matild副の驚くべき官能的な肉付けと迫力こそは，あのシュールレアリスト
AndrξBret㎝を驚倒させたほどである。〃舳伽加伽∫舳6α眺榊（1923－24）の
申で，Matildaを革に作中人物などという枠組みからはみ出た，不滅の誘惑そ
のものだとして絶賛した次の一節はあまりにも有名である。
　Dans　Ie　domaine肚tξraire，1e　mervei11eux　seul　est　capable　de　fξconder　des
㏄uvres　ressortissantえun　genre　inf6rieur　tel　que1e　roma皿et　d’me　faCon
g6nξra1e　tout　ce　qui　participe　de　I’anecdote、　工2〃初惚，de　Lewis，en　est　une
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preuve　admirable。一一Il　me　semble　qu’on　n’a　pas　fait　mieux　et　q迦e　le　perso皿一
nage　de　Mati1da．en　particu1ier，est1a　cr6ation　la　plusξmouvante　qu’on　puisse
mettre　a1．actif　de　ce　Inode力g刎％en　litt6rature，　C’est　moins　un　personnage
qu’une　tentation　continue．　Et　si　un　personnage　n’est　pas　une　tentation，
qu’est－i1？　　Tentation　extr6me　que　celui－1え．　Le竹rien　n’est　impossibleさqui
sait　oserルdonne　dans〃〃加湖toute　sa　mesure　convaincante．㈹
　ところで，Lewisが人神による失楽園的反抗を通じて悪魔主義の幻惑的な官
能的恐怖を造形した際，そのサブ・プロットにWanderi㎎Jewといったいま
ひとつのGothic　roma皿ceのテーマが組み込まれていたことは実に興味深いこ
とである。現に丁加〃㎝治には伏線が張り巡らされていて，Lind㎝berg城に血
まみれの尼僧の幽霊が取りついているのをWandering　Jewが取り鎮めるエピ
ソードを中心にしているからである。というのも，そもそもγ加M㎝冶は二つ
の物語から成立しているといってよく，そのことは，Lewisが旧来のGothic
romanCeに新しい型を接木しようと努力した形跡とも考えられ，その作品は
Gothic　romanceの典型である城を中心にさ迷える流血の尼の幽霊箪を含む
’Raymond　story’と‘Ambrosio　story’に分裂していることは明らかである。そ
のためこれらの物語は一応切り離して，単独に何度か出版されたこともあった
らしいが，不自然さが残るとしてあくまで流血の尼の物語の内にWandering
Jewのエピソードをわずかに残したまま，妖女Mati1daと悪魔の合併という形
でのみ何とか均衡を持たせて今に残されたのであろう。
　では，そのLewisも伏線としてのみ採り上げたWanderingJewとは一体何
者で，Gothic　rom狐ceのテーマとしてどのように浮上してきたのであろうか。
話を進める前にこの伝説上の原型について少し述べておくと，Wanderi㎎Jew
とは大体キリスト教的な形象ではあるが，それを離れても劫罰ゆえの永世的人
間として広汎な変形を生んでいることはあきらかである。Wanderi㎎Jewはそ
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の意味では死の中の生の保持者であり，その原型は遥かキリスト誕生以前に遡
り，昔インドで仏陀の弟子が世間で神通力を用いたかどで，仏陀に破門を食っ
た「ビンズルハラダ」に見い出されるといわれる。この伝説は異教的な起源を
有する複数の「さすらい人」の伝説に，さらにBibleの‘Epistles，Irが曲解さ
れた形で加わって出来上がった伝説だとされるが，やがてそれもキリスト教の
伝説のひとつo力として，文字通り勧善懲悪の物語に転化して流布された。とこ
ろが，この伝説の主人公は1602年ドイツのライデンで刊行された小冊子K淋
醐肋∫伽召伽仇g〃〃E惚召此1舳g．〃㎝2伽舳〃d肋〃f　Nα榊肌ルα舳㈱以後の
作晶では，どいうわけかAhasueros（英名Ahasuerus，独名Ahasver，仏名
Ahasvξrus）という名前のユダヤ人の靴屋とされている。この小冊子によれば，
この主人公はJesusが重い十字架を背負って刑場へ向かう途中で休息を乞うた
時，侮辱した簾でJesus再臨の日に不死身の刑罰を受けて大地をあてどなくさ
迷わねばならない旅人となったのである。その後，目に見えない手に導かれて
世界中に安息の地を求めてさすらうが，永遠にその地は与えられることがない。
これが永遠の罪人としてのWanderingJewの一般的な原型である。
　こうして，この小冊子はイギリス18世紀初頭からの風俗小説の興隆と相まっ
て，熱狂的に読まれたらしく，またほとんどのプロテスタント圏の国々に迄浸
透したといわれる。Ahasueros伝説は特にイギリスで再燃し，それを主題とし
たバラッドや様々な風俗小説が’broadside’や’chapbook’に刷られてロンドン
の街角で販売されたりしたが，やがて18世紀後半を通じてのRomantic　Reviva1
を経由するうちにやがてひとつの文学的想像力の原泉にまで昇華されたものと
考えられる。Wanderi㎎Jewを歴史的に取り扱った最大の文献でもあるG．K．
A皿dersonの丁加L絡召〃ゲ伽Wα〃召伽g∫刎（1965）などは，このAhasueros
の発祥からGo6theやGerman　Romantic　Literatureを経て，第一次大戦後に及
ぶその文学的形姿の包括的な歴史を扱っているが，まぎれもなくGothic　ro－
manceとRomantic　Revivalにまたがる時代にこそ，この伝説がこの上もなく
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　ところで，丁伽〃㎝治の世界ではあくまでサブ・プロットの段階に留まり，
扱いあぐねていたWanderingJewの伝説の物語化を一層洗練されたメイン・
プロットとしてわれわれ読者に提供してくれるのが，他ならないMaturinの
〃伽o肋肋W伽伽〃である。出版当時の版本で4巻39章にも及ぶこの膨大な
作品のほとんど収拾の尽きかねる複雑で奔放な話群をなんとか統一しているの
がWanderi㎎Jewの挿話である。それと連動してこの肋1刎o肋伽Wα批d碗γ
はその道具立てに関する限り，RadcliffeやLewisからの転用は彩しいが，物語
の筋立ては自由自在に時空を駆け抜けて奔放に移動する。現に作品全体も150
年の歳月に亙って成立していて，個々の場面もめまぐるしく，アイルランド，
イギリス，スペイン，インドと転変する。しかも，放浪者Me1mothの落とす
影が絶えず作品全体に浸透していて，ある場合は’hlstor1ca1noverの史箪には
まるかと思えば，また暴露的な「社会派」の現実描写になり，さらにはこの上
もなく「幻想派」のロマネスクに接近するかと思えば，また一世代前のピカレ
スク風にも急変したりする。いってみれば，Wandering　Jewの壮大な枠組みを
雑多で巧妙なフラッシュバックによって間発を入れずに連結する事で，「社会
派」，「幻想派」の大いなる総合1的長編に織り成したものといえよう。とにかく
要約など不可能と知りつつ大雑把な筋立てを述べてみよう。
　この作品の主人公，John　Me1mothは孤児であったが，伯父に後見人になっ
てもらい目下のところTrinityCol1egeに学ぶ身である。ところが，1816年の
秋，その伯父危篤の知らせに飛んでいくと，伯父の邸宅は思いの外荒摩として
静まり返り，本人も始終何事かに怯え続けている。そのうちに伯父の口から，
このMe㎞oth家の祖先には’Wanderi㎎Me1moth’と呼ばれる永世的人問の存
在したことが確認される。
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　‘＿Fm　dying　of　a　fright．　That　manゾ　and　he’s㎜eagre　and　towards　the
c1oset，as　if　he　was　pointing　to　a1iving；’that　man，I　have　good　reason　to
know．is　a1ive　sti11一’　‘How　is　that　possible，Sir？’　said　John　invo1untarily，
’the　date　on　the　picture　is1646．’、．、’You　will　see　him　again，he　is　a1ive．’o劃
　そこでJo㎞がその証拠を手に入れようと物色していると，王政復古期に活
躍したStant㎝なる人物が伯父の邸宅に残していった奇妙な原稿を発見するの
である。そしてこの稿本の解読の結果わかったことは次のようなことであった。
Stantonは1677年，スペインのバレンシィァを旅行中，雷に打たれた乙女を取
り囲んで嘆いている人々を脇から軽蔑し潮笑っている男がいるのを目撃した。
それが他ならないMelmothだったという。その後，ロンドンに戻ったStanton
はそこで待ち構えていた親戚達による財産目当ての陰謀に引っ掛かり，精神病
院にまで投獄され塗炭の苦しみを舐めることになる。そうこうするうちに，あ
の旅行中に遭遇したMelmothが急に現れ，自分の運命との交換を迫ろうとす
るが，Stant㎝は即座に彼を激しく叱責し，その申し出をきっぱりと断ること
になったという。
　　‘Escape－escape　for　your　life，’cried　the　tempter，’break　forth1ife，1iberty，
and　sanity－　Your　socia1happiness，your　intellectua1powers，your　immorta1
interests，perhaps，depend　on　the　choice　of　this　moment．．．．There　is　the　door，
and　the　key　is　my　hand－　Choose－chooseし．一HAnd　how　comes　the　key　in　your
hand？　and　what　is　the　condition　of　my　liberation？！　said　Stanton、⑲
　その稿本の内容は大体以上で終わっていたが，不思議なことに丁度，時が符
号するかのようにその稿本を読み終えた夜，突然嵐のために難波した船から救
助されたスペイン人のMonCadaと名乗る男が伯父の家に運び込まれてくる。
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そして一息ついて彼はJohnに怒るべき物語を打ち明けるのである。それによ
れば，マドリードにある名門MonCada家の長男にA1onzo（実はMelmoth）な
る母の不義の子がいたという。そのため彼は有無を言わさず僧院に強制入居さ
せられるが，そこで目にしたものは悉く冒徳的，放蕩的な行為ばかりだった。
そして地下道からの脱走計画も裏切者に密告されることで頓挫し，結局宗教裁
判所に送り込まれることになる。ところが幸運なことに，出火騒ぎに便乗して
そこを脱走した彼はユダヤ人に隠まってもらう。そうこうしているある日のこ
と，外の通りで大騒ぎが起こったので出て見ると，父親殺しの僧をみんなが
競って打ち殺すというあまりにも凄惨な光景が演じられていたため，その瞬間，
恐ろしさのあまりに口にしてはならない言葉を発した彼は直ちに劫罰に落ち，
放浪者と化してしまったという。
　I　bounded－I　clasped　my　hands　a　moment－then　I　echoed　the　screams　of
the　thing　that　seemed　no　1⑪nger　to　live，but　stm　could　scream　；and　I
screamed　a1oud　a皿d　mild1y　for1ife－1ife－and　mercy！喧①
　そしてその後は死の中の生を永遠にさまよう者の宿命として国々を転々とし
ながら，悪徳とそれに抗する凄絶な葛藤の錯綜した経験の連続であったという。
やがて最後に，孤島に住む野生児の存在をユダヤ人の所蔵する稿本を解読し，
その孤島へと直行して野生児ともいえる純粋無垢な娘1sidoraと出会い，望遠
鏡を使わせて現世の苦悩や宗教界の腐敗をとくと見せつけて，彼女を誘惑し結
婚するに至る。しかし彼女を自分の劫罰の犠牲とすることには耐え切れず，手
の込んだ話をねつ造してまで別ればなしを彼女の父親（D㎝Franciscodi
Aliaga）に持ち掛けるが，金儲けに余念のない父親は聞く耳を持たず，結局そ
のまま娘を放置して悲劇に追いやることになったという。一応，M㎝Cadeの
話はそのようなことだが，それにしても無垢の孤島の1sidoraに‘innocence．か
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ら‘experience’への両極限の世界を歩ませるSwift的放浪性にも似たこの最後
のエピソードには，そのむせ返るような放浪的ロマネスク性と，その筋立て自
体の孕む残酷性との二重映しによって絶妙の相乗的効果を醸し出していると
いってもよい。するとMonCadaの話が終るや否や，不恩議にも場面の方も変
転していて，どうしたわけか実はイギリスではなく，先ほどの問題になったマ
ドリードのMoncada邸内で語り合っていることになるM㎝cadaとJohnが描
かれることになるが，そこへ何と150年間も生き永らえた老醜のWanderi㎎
Me㎞othIが突如出現するという始末である。それというのも，この日こそ実
は魂と交換に悪魔と契約したが故に，これまで死を延期され続けてきた半永生
の最後の日に当たっていたからであ乱こうしてMe1mothの胞懐する堕地獄
への果てしない夢はこの作品の終末近くにあってますますその光彩を放つこと
から，人神の傲慢さに酔いしれるもののどこかに人問的な弱みを残存していた
丁伽M励のAmbrosioと比較した場合，遥かに痛烈な陰影を揺曳させている
といえよう。
　　’No㎝e　has　ever　exchanged　destinies　with　Melmoth　the　Wanderer．I
have　traversed　the　world　in　the　search，and　no　one　to　gain　that　world　would
lose　his　own　sou1！’Not　Stanton　in　his　ce11－nor　you，MonCadain　the　prison
of1nquisition－nor　Wa1berg　who　saw　his　chi1dren　perishi㎎with　want－not
－another．’．．．刎
　ところでこのように筋立てを辿ってみてまず気付くことは，この作品で反復
される情念の原型に関しては，丁加〃㎝后の場合とは違ってτ此〃伽舳㈱げ
0α肋W舳α㈱のそれに照応していることである。丁伽〃刎〃舳∫ψC肋b
W舳α㈱での反復構造の核が主従関係にあるとすれば，この作品ではそれは
親子関係に当たるといえよう。具体的には，それはスペインの名門MonCada
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に於ける父子・母子関係とか，キリスト教会内の象徴的な父子関係として実現
している。Maturin自らも聖職者であったことからこの作晶にはその家系が機
能していると考えることも可能であろう。しかしこれらの背景には依拠して，
放浪者Melmothを中心に捉えたこの小説には意外にも丁加〃伽励舳∫ψ0α肋
w舳α㈱のような型の追跡劇はさほど姿を見せず，むしろ丁加〃械に見るよ
うな個々の場所での苛酷な迫害劇が執勘に堀下げられることになるのはみた通
りである。それも作品の進行につれて，個々の場面や作中人物はその都度代
わっても，また別の作中人物によって別の箇所で同種の迫害の惰念が頻繁に起
きることから，一体どうした状況でそκらが誘発されてくるのか見分けるのが
困難なほどである。すると，この作品の名目上の主人公は悪魔と契約して超人
的な魔力を手に入れたように思えるMe1mothだが，実質的には極限状態に置
かれたそれぞれの作中人物に取りついて，あらゆる局面で自らの実体を証明せ
んとする内的衝追に駆られた追害の情念そのものでさえあるといってもよい。
したがってむしろ，Me1mothがいわゆるWanderi㎎Jewとして各箇所に神出
鬼没するのも，そうした迫害の情念が飽和状態に達すると自然とそこに彼が吸
い寄せられてゆくといった言い方の方が当たっていよう。このような迫害の情
念の至り来るのも，そもそも彼は自らを人問以上のものに昇格させようと願っ
て超自然的存在としての悪魔と契約するといった，丁加〃械でみたようない
わゆる悪魔の人間化ではなく，まさに人問の悪魔化といえる手続きがここに
至って実質的に表面化したように思われるからである。ともかくこのようなこ
とから考えて，Gothic　romanceにみる「社会派」と「幻想派」の本質的要素
がこのWanderingJewというテーマのもとに極限的に迄溶接され，形而上的
な趣さえ帯びることから肋1舳励伽肋〃㈱γこそはおそらくその統合的形
態性からいっても最良質のGo士hic　romanceたりえたのではあるまいか。
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　やがて，Gothic　romanceもMaturi皿以降では，社会派的恐怖と官能的，幻
想的恐怖にまたがる強烈な緊張を秘めた娯楽小説としては次第に姿を消してゆ
くのだが，その恐るべきエネルギーの水脈はすぐ次のRomanticReviv劃1の
数々の詩の中を環流してゆく。とりわけ，Percy　Bysshe　Shel1ey（1792－1822）
が1810年に四詩編より成る1451行の長詩丁加Wα閉伽伽8火ω鯛と称する詩的恐
怖を世に送っていることは興味深い。ことにおもしろいのは，Shel1eyがその
詩をThomas　Percy編のR召物㈱ψル6伽f肋4｛曲Po召物（1765）所収の‘ba1－
1ad’，‘The　Wandering　Jew’やC，F．D．Schubart（1739－9ユ）の1）〃E〃雛ルdグ
肋2工柳∫6肋1～んα加o〃2（1786）などの放浪箪を参考にしながらも，あくまでも
その物語の筋立ては当時彼が心酔したGothic　romanceを土台にしている点で
ある。更に，こうしたShelleyのWanderingJewに対する姿勢を一層特異な
ものとしている作品は1813年に書かれたQ〃㈱〃αbという詩である。Aha－
suerusのテーマはこの詩では第7歌に現れる。そこでは伝説通りに，始めの
うちAhasuerusは自分が神の呪いを受けるに至った経緯を綿々と語るが，決
して叶わぬ自殺を企てたり，不運を嘆く人物にはなっていない。報復の手を休
めず，絶えず新たな地獄の拷問を課してくる神に向かって，少しも怯むことな
く敢然と戦いを挑み続ける全くの反逆の徒なのである。次の一節からも伺える
ように，She11eyのこのAhasuerusほどに徹底した反キリスト者の態度を示し
た例はきわめてまれである。
Thus　have　I　stood，一through　a　wild　waste　of　years
Strugghng　with　whir1winds　of　mad　agony，
Yet　peacefu1，and　serene，and　se1£enshrined，
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Mocking　my　powerless　Tyrant’s　horrible　curse
With　stubbom　and　malterab1e　wm，
Even　as　a　giant　o北，which　Heaven’s血erce　flame
Had　scathed　wilderness，to　stand
Amomumentoffade1essruinthere；㈱
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　さらにRomantic　Reviva1の発火点である〃北α1肋〃ω∫（1798）の解説書と
もいうべきCo1eridgeの肋馴妙吻〃榊伽（1817）には，Wordsworthは現実
世界のリアリズムに基づく詩を，そして自分は超自然の描写による人間の深層
世界放浪の詩という風にそれぞれの分担理由までが克明に書かれているが，こ
の分担による作詞はGothic　romanceの二つの水脈に必然的に対応していたと
いえばいい過ぎであろうか。例えばア加丁先o榊（1820），丁肋〃o閉妙（1798），
丁伽M〃〃o伽ク（1815）等にみる当時のナポレオン戦争下のイギリス社会の腐
敗を匂わせることで狂気に隣接する現実を描いたWordsworthの分担詩とは
対称的に，Coleridgeの丁加1～伽ψ伽λ榊励Mα〆惚引召（1798）はいうまでも
なく典型的に幻想派の怪奇書であった。キリストを象徴するといわれる一羽の
飛来したA1batrossを南極で漂流中に射殺したA皿cyent　Marinereにはまるで
無動機犯罪を犯したかのように人神の影が宿っている。やがて改心により神の
刑罰をも解けて陸に戻ったその後の彼の姿こそは，自らざんげの話を語り，戒
めを説きつつ，夜毎各地をさまようWanderingJewの典型といってもよい。
Si皿ce　the11at　an　uncertain　hour
　　　Now　ofttimes　and　now　fewer，
That　a皿guish　comes　and　makes　me　tell
　　　My　ghast1y　adventure
I　pasS，1ike　night，from1and　to1and；
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　　　I　have　strange　power　o土speech；
The　moment　that　his　face　I　see
I　know　the　man　that　must　hear狐e；
　　　To　him　my　tale　I　teach仰
　このようにして，やがてGothic　romanceの二つの水脈は先に述べたN械ん一
伽g2γ地物やまたW〃伽伽g肋妙正∫（1847），さらにはGeorge　Meredith
（1828－1909）の丁肋∫んω初厚ゲ∫加幼σ｛（1855）やλルg舳dゲColo馴召（ユ857）
等を貫流し，GeorgeE1iot（1819－80）の壮大な作品群の内にも，また前世紀末
のPre－Raphaehsm派の諸作品，Oscar　Wilde（1854－1900），S，A．Conan　Doy1e
（1859一ユ930），Char1es　Baudelaire（1821－67），Edgar　A11a皿Poe，Herman　Me1vi1－
le（1819－91），Nathanie1Hawthome（ユ804－64）らの諸作品の内にも流れ込んで
ゆく。そればかりか，それらの水脈の豊穣さ故に，イギリス1920年代の‘mod－
emism’を始めとして‘surrξa1ism’や’anti－theatre’の数々の残酷劇を経て，
Somerset　Maugham（1874－1965），Graham　Gree皿e（1904－91），Eve1y皿Waugh
（1903－66）等の作品，ひいてはAgatha　Christie（1891－1976）などを始めとす
る今日の数限り無い推理小説や，またアメリカではTrumanCapote（1924－
1988）を始めとする南部作家たちのブラック・ユーモア的諾作品にあっても決
してその新鮮味を喪失してはいない。それらの作晶にはGothic　romanceの中
でも既述した最良質の娯楽小説が共有しているような原初的な光景といったも
のが時代を越えて息づいているように思われるからである。最良質のGothic
romanCe派の目指していたものが，人間の原初的カオスヘの，無意識的深層へ
の憧景にほかならなかったが故に，こうしたカオスヘの人間の憧景に関わる二
つの水脈は今日のイギリス小説世界にあっても掴れることがないのである。
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